
 
              主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会 後援：中央区 
  

２０１９年５月度 定例報告会のご案内 

テーマ：「シーボルトと日本 -二人の息子とおイネの活動にもふれな

がら-」 
フィリップ・フランツ・フォン・シーボルトの第一次来日の際の活動、日本研究の方法に

ついて述べ、シーボルト事件後欧州に帰ってからまとめた研究書『日本』が各国の日本開

国運動にどのように活用されたか説明します。次に、再来日したシーボルトが幕府の外交

顧問として東禅寺事件の際どのような活動をしたか説明します。 

           日 時：２０１９年５月１８日（土）14：00 ～ 16:00 

場 所：聖路加臨床学術センター３階３３０１号室 

               東京都中央区築地３－６－２ 

講 師：沓澤宣賢（くつざわ のぶかた） 

               前東海大学教授、洋学史学会会長  

日本シーボルト協会代表幹事 

 

著 書：◇「東禅寺事件にみるシーボルトの外交活動についてー「ケルニッシェ・ツァイトゥング 

       掲載記事の成立事情と内容を中心にー」（箭内健次編『鎖国日本と国際交流』下 所収 

        吉川弘文館 １９８８） 

     ◇「ハインリッヒ・フォン・シーボルトに関する一考察」（佐藤元英他編『日本外交のアー 

       カイブズ的研究』所収 中央大学出版部 ２０１３） 

     ◇「シーボルトとおイネ｣（山陽放送学術文化財団編『岡山蘭学の群像１ 日本最初の女医 

       おイネの生涯 そして謎』山陽新聞社 ２０１６） 

 

       

 

 

 

 

 

 

講演聴講：無料 一般公開 予約不要 どなたでも聴講できます。 

１６：１０～１６：４０ 記念集合写真  講演関連跡地を散策 

１６：４０～１７：４０ 講師を囲んでの茶話会を行います。(参加費５００円) 

お問い合わせ先：０３－３５５１－７５９５ 

 
    

  

 

   

  シーボルト肖像 アレクサンダー肖像 ハインリッヒ肖像写真   おイネ肖像写真 

 



 


